
青森県と青森市の共同経営・統合新病院整備アドバイザリー業務

地盤沈下対策（案）

参考：日本建築学会　「山留め設計施工指針」

基礎より上部を解体

山留め 既存杭は存置を

基本とする
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芯材

直近の住宅までの距離

・ 既存建物の杭は存置を基本*¹ とし、 解体工事による地盤の変位やゆる

みによる近接構造物や道路への影響を最小限とする。

　*１ ： 新設杭と干渉する既存杭は撤去し埋め戻す。

■ 既存建物解体について

・ 掘削時の排水を最小限とするため、 止水性の高いセメントと土を混合した山留め

とし､地盤沈下の一因となる地下水への影響が少ない施工方法とする。

・ 山留めを切梁で適切に補強し地盤変位を抑制することで掘削工事による地盤変位

やゆるみによる近接構造物や道路への影響が少ない施工方法とする。

■ 新築建物掘削について

・ 原位置土とセメントを混合攪拌

した後に芯材を挿入し、 壁体を

連続して築造する山留め壁。

・ 鋼矢板を継手部を噛み合わせな

がら連続して地中に打ち込んで

築造する山留め壁。

病院本体病院本体

既存 ： 県営スケート場既存 ： 県営スケート場 又は サンドーム又は サンドーム
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